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市役所の組織機構が変わります4月1日
から

3月31日まで

総務部

市長政策室
（政策）
市長政策室
（秘書）
市政情報室
（広報広聴係
（広報））
人事課
市民安全課

4月1日から

市長公室

企画政策課
（企画政策係）

秘書広報課
（秘書係・広報係）

人事課
（人事係）

危機管理課
（危機管理係）

総務部 市長政策室
（統計）

政策法務課
（法制係・総務係）

管財用地課

課税課

納税課

契約検査室

財政部

総務部

総務情報課
（総務統計係・
情報システム係）

政策法務課
（法制係）
財政課
（財政係）
財産管理課
（財産管理係）
課税課

（税制係・市民税係・
固定資産税係）

納税課
（管理係・納税係・
整理係）

福祉部 子育て支援課

青少年課
（児童育成係）

福祉部
子ども未来室
（子育て支援係・
家庭支援係・保育
係・放課後児童係）

総務部
市民安全課

市政情報室
（広報広聴係
（広聴））

人権文化室

市民スポーツ課

市民
協働部

市民協働課
（市民協働係、セー
フコミュニティ係、
ＮＰＯ・国際交流係）

人権交流室

いきがい学
習課
（生涯学習係、文化・
スポーツ係）

都市
整備部

公園緑地課

道路課

都市
整備部

みち・みどり
整備室
（維持管理係、道路
整備係、公園整備係）

管理部
教育総務課

施設課

地域教育振
興課
（市史文化財係）

教育
総務部

教育政策課
（教育政策係）

教育総務課
（経理係・施設係）
文化財課
（文化財係）

生涯
学習部

生涯
学習部

生涯
学習部

学校
教育部 教育推進課

学校
教育部

教育研修
センター生涯

学習部

地域教育振
興課
青少年課
（青少年係）

地域教育課
（地域教育係）

　財政部と総務部を統合
し、新たに市長公室と総
務部を設置します。
　そして、市長の政策を
よりスピーディーかつ的
確に情報発信をしていく
ため、市長公室に秘書広
報課を設置、企画政策課
と連携し、トップダウン
で迅速に対応する組織機
構を設けるものです。

　子ども未来室を設置し
生涯学習部より留守家庭
児童会室の事務を引き継
ぎます。

　より一層市民の皆さん
がまちづくりに参画し、
自主性、自立性を高め、
行政と協働による取り組
みを推進するために市民
協働部を設置します。

　みち・みどり整備室を
設置し、公園緑地課と道
路課を統合します。

　幼稚園・小中学校の学
校教育に対し施策を重点
的に進めていくため、管
理部・学校教育部・生涯
学習部の３部制から教育
総務部・学校教育部の２
部制へ再編します。
　また、生涯学習分野と
スポーツ分野について、
コミュ二ティの活動支援
など、総合的なまちづく
りの観点から市長部局に
設置される市民協働部に
編成します。

契約検査室

市長政策室
（秘書）

地域教育振
興課
（社会教育係）

教育推進課

市政情報室
（情報政策係）

ふれあい人権
文化センター

青少年課
（青少年係）
少年自然の家
青少年会館
市民図書館

少年自然の家

市民図書館

はーとビュー
（人権交流センター）

変更内容

▶問合せ　企画政策課
新機構図（変更がある機構のみ）

　市民の皆さんに行政
サービスを円滑に提供
するため、市は、組織機
構を一部見直しました。
※詳細は市ホームページを
ご覧ください。

主
な
機
構
改
革
の
目
的

①
市
長
の
政
策
課
題
の
早
期
実
現
を
よ

り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
取
り
組
み
、
総
合

計
画（
実
施
計
画
）の
諸
施
策
を
総
合
的
・

計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
重
点
事
業
の
確
実
な
実
施
に

向
け
た
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
政
の
積
極

的
な
情
報
発
信
を
推
進
す
る
た
め
、
市

長
公
室
を
設
置
し
ま
す
。

②
財
政
部
を
廃
止
し
、
総
務
部
と
統
合

し
ま
す
。

③
地
方
分
権
改
革
が
進
む
中
、
よ
り
一
層

市
民
の
皆
さ
ん
自
ら
が
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
し
、
市
民
の
自
主
性
、
自
立
性
を
高
め
、

行
政
と
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
を
推
進
す

る
た
め
に
市
民
協
働
部
を
設
置
し
ま
す
。

④
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
学
校
教
育
に

対
し
施
策
を
重
点
的
に
進
め
て
い
く
た

め
、
教
育
委
員
会
を
３
部
制
か
ら
２
部

制
に
再
編
し
ま
す
。　

ニュース
松　原

情　報
ひろば

人　権
労　働

安　全
子育て

消費生活
環　境

健　康

税

教　育

上下水道
その他

相　談
保険年金

福　祉

HANNAN
×

PRESS
MACKEY

子育て
応援
コーナー

地域交流

スポーツ

図書館

講　座
イベント

各種相談

歴　史
ウォーク

みんなの
広　場

イベント
ガイド

催　し
ぼっくす
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高齢介護課（高齢支援係）　☎337－3113
直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334－1550

　
　

施
設
の
目
的
は

　

児
童
か
ら
元
希
者（
高
齢
者
）
ま
で
、

幅
広
い
年
齢
層
の
市
民
の
交
流
拠
点
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
地
域
福
祉
の

向
上
と
人
権
啓
発
の
推
進
の
た
め
に
、
市

民
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
関
す
る
相
談
事

業
と
多
様
な
生
涯
学
習
の
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
青
少
年
育
成
と
自
立
支
援
の
た

め
に
、
居
場
所
事
業
や
体
験
型
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
構
築
の

推
進
を
目
指
し
、
女
性
の
悩
み
に
関
す
る

相
談
業
務
や
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の

理
解
の
促
進
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
　

愛
称
が
決
定

　
　
「
は
ー
と
ビ
ュ
ー
」

　
松
原
市
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
を
、
よ
り

市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の

愛
称
案
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
選
定
委
員

会
で
検
討
、
選
考
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

主
な
変
更
点

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
一
度
ご
来
館

の
上
、
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。「
利
用
者
コ
ー
ド
」と「
暗
証
番
号（
パ

ス
ワ
ー
ド
）」を
お
渡
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
２
カ
月
前
の
１
日
〜
10
日
ま
で
は
抽
選

申
し
込
み
と
な
り
、
予
約
の
確
定
は
抽
選

後
の
16
日
以
降
に
予
約
確
定
処
理
を
行
っ

て
い
た
だ
い
た
後
と
な
り
ま
す
。

※
２
カ
月
前
の
16
日
以
降
は
先
着
順
で
の

予
約
受
付
と
な
り
ま
す
。

※
各
団
体
の
利
用
目
的
に
よ
っ
て
は
使
用

料
を
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▼
問
合
せ　
は
ー
と
ビ
ュ
ー
（
人
権
交
流

●
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

　　
地
上
１
階
か
ら
３
階
ま
で
車
い
す
の
人

も
利
用
で
き
る
11
人
乗
り
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
１
基
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
開
始

　　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
２
カ
月
前
か
ら
利

用
日
の
４
日
前
ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
て
施
設
の
利
用
予
約
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
に
は
団
体
登
録

主な施設の概要
●1階　地域交流ホール、はーとルーム、
　図書室（児童書中心）、児童室、相談室、
　調理室
●2階　ミニホール、展示室、クッキン
　グルーム、　自習室
●3階　学習室、多目的室、和室

　

４
月
よ
り
、
ふ
れ
あ
い
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、
青
少
年
会
館
を
統
合
し
、

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
追
加
し
た
、「
は
ー
と
ビ
ュ
ー
」（
松
原

市
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
）が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

▼活動の様子▼活動の様子

オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

結
果
、
天
美
東
に
お
住
ま
い
の
坂
田
敏

通
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た「
は
ー
と

ビ
ュ
ー
」に
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
愛
称
に
は
心
を
開
き
、
晴
れ
晴
れ

と
し
た
景
色
が
思
い
描
け
る
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
広
報
活
動
な
ど
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　

施
設
の
構
成　

　
①
ふ
れ
あ
い
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て

　
す
べ
て
の
市
民
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

文
化
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
た
め
、

市
民
の
福
祉
の
向
上
並
び
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
促
進
や
人
権
情
報
の
発
信
基

地
と
し
て
、
多
く
の
人
々
が
利
用
す
る
ふ

れ
あ
い
の
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
相
談
事
業　
総
合
生
活
相
談
・
人
権
相

談
・
就
労
相
談
・
進
路
相
談
・
青
年
相
談

な
ど

●
講
習
・
講
座
事
業　
生
活
と
文
化
の
向

上
お
よ
び
人
権
啓
発
・
地
域
交
流
を
目
的

と
し
て
、広
く
市
民
を
対
象
に
各
種
講
習・

講
座
の
開
催

●
人
権
啓
発
事
業　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
展
、
講
演
会
、
セ

ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の
開
催　

②
青
少
年
会
館
の
機
能
に
つ
い
て

　
青
少
年
の
自
立
促
進
、
人
権
学
習
に
関
す

る
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
子
ど
も
広
場　
放
課
後
や
長
期
休
業
中

に
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心
し
て
活
動

で
き
る
場
の
提
供（
集
団
遊
び
や
工
作
な
ど
）

●
水
曜
ふ
れ
あ
い
広
場
・
土
曜
わ
く
わ
く

ク
ラ
ブ
・
夏
休
み
講
座　
自
ら
学
ぶ
意
欲

や
継
続
・
上
達
す
る
楽
し
さ
を
学
び
、
主

　
　

体
的
に
活
動
で
き
る
場
の
提
供

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
講
座　
親
子
で
取
り
組
む

機
会
の
提
供（
親
子
で
野
外
活
動
、
工
作

教
室
、
工
場
見
学
な
ど
）。

●
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ト
ラ
イ
ア
ル
・
ユ
ー
ス
セ

ミ
ナ
ー　
自
ら
取
り
組
む
活
動
の
課
題
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
克
服
を
目
指
し
て
日

々
の
活
動
に
活
か
せ
る
場
の
提
供
な
ど

●
青
年
相
談
・
巡
回
相
談
・being space

道
草
・
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー　
青
年
の
自

立
に
向
け
て
の
さ
ま
ざ
ま
相
談
と
、
必
要

に
応
じ
て
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
や
各
種
機
関
の
紹
介
や
、
社
会
や

学
校
、
家
庭
の
中
で
居
場
所
が
な
い
と
感

じ
る
青
年
の
た
め
の
居
場
所
の
提
供
な
ど
。

③
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、

共
に
輝
く
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
女
性
起
業
家
応
援
セ
ミ
ナ
ー
や

親
学
び
応
援
事
業
な
ど
の
各
種
講
座
、
母

親
の
た
め
の
ピ
ア
サ
ロ
ン
、
女
性
相
談
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
講
座
や
相
談
時
間
中
に
一

時
保
育
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
拠

点
と
し
て「
は
ー
と

ビ
ュ
ー
」内
に
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
を

新
た
に
設
置
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

平成26年度　第1回 
松原市元希者の集い

　生きがいづくりや社会参加および閉じこもり予防を目
的に、第1回「松原市元希者の集い」を開催します。また、
当日の混雑を避けるため、申し込み方法を往復はがき（郵
政はがきのもの）による応募とし、申し込み締め切り後に
抽選を行い、結果を返信します（入場決定者については座
席番号を指定し、通知します）。

◆とき・ところ　5月29日㈭　松原市文
化会館　3部実施
(1)午前9時30分～　(2)午後0時30分～
(3)午後3時30分～
◆対象　65歳以上で市内在住の介護保険
制度に加入している（第1号被保険者）元希
者の人
◆申込み　往復はがきに必要事項を記入
（下記の往復はがきの書き方参照）の上、
4月24日㈭必着で高齢介護課へ。
※1枚で2人まで入場申し込みできます。
その際は、往信の文面に2人分記入してく
ださい（応募の重複は認められません）。
※往信の文面には必ず記入例の①～⑤を
ご記入してください。また車いすなどを
ご利用の人は⑥を追記してください。
※電話や窓口での申し込みはできません。 
※抽選の結果は5月中旬までに返信はがきにて通知します。
■問合せ　高齢介護課

往復はがきでの申し込み（4月24日㈭必着）

入場無料
全席指定

▶往復はがきの書き方（記入例）

松原市阿保1－1－1
松原市役所高齢介護課
「第1回元希者の集い」
                    申込み

（往信　宛名面） （返信　文面）

《 無記入 》

〒580－8501

住所　松原市○○－○

氏名　松原　太郎
　　　　　　花子

（返信　宛名面） （往信　文面）

①名前：松原　太郎・花子
②住所：松原市○○－○
③生年月日：昭和○年○月○日
　　　　　　昭和△年△月△日
④電話番号：○○○－○○○○
⑤希望の部：第1希望　(2)
　　　　　　第2希望　(3)
※車いすなどの人は
⑥車いすで入場

郵便番号

セ
ン
タ
ー
）（
南
新
町
２
丁
目
１
４
１
番
地

の
１　
☎
３
３
２・５
７
０
５　
薨
３
３
２
・

５
７
１
０　
Ｅ
メ
ー
ル@

jkoryu@
city.

m
atsubara.osaka.jp

）

（
松
原
市
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
）

④
貸
館
事
業

　

各
教
室
な
ど
の
施
設
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

も
４
月
１
日
か
ら
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
は
ー
と
ビ
ュ
ー

ニュース
松　原

情　報
ひろば

人　権
労　働

安　全
子育て

消費生活
環　境

健　康

税

教　育

上下水道
その他

相　談
保険年金

福　祉

HANNAN
×

PRESS
MACKEY

子育て
応援
コーナー

地域交流

スポーツ

図書館

講　座
イベント

各種相談

歴　史
ウォーク

みんなの
広　場

イベント
ガイド

催　し
ぼっくす

▼出演者

▲桂小枝

▲小川知子
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直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334－1550　
上下水道総務課　☎337－3135

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334－1550

　地域保健課　☎337－3125　☎337－3126
医療支援課　☎337－3114　産業振興課　☎337－3112

4 月１ 日 らか 始 ま まり す
胃ピロリ菌検査 小学生入院専用医療証の交付

　胃ピロリ菌検査が新しく始まります。
　ピロリ菌は胃の粘膜に生息している細菌です。ピ
ロリ菌に感染していてもほとんど自覚症状はありま
せんが、消化器のかいようなど胃の病気を引き起こ
すとともに、胃がんのリスクの1つといわれていま
す。検査を受けてご自身の健康管理に役立てましょ
う。

●対象　検査時満40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、
　　　　65歳、70歳の人

●受診回数　一人1回限り

●費用　無料

●検査内容　問診　血液検査

●受診場所　実施医療機関（平成26年度保健事業案
　　　　　　内参照）
※松原市国民健康保険の加入者は、特定健診と同時
に受診することができます。

●問合せ　地域保健課

　市では小学生のお子さんが入院した場合に医療費
の助成を行っていますが、医療機関窓口での負担軽
減を図るため、4月1日診療分から入院専用の医療証
を交付します。入院の際に医療機関窓口で医療証を
提示していただくと、保険診療分については1000円
までのご負担となります。

●申請・交付について
　小学生のお子さんが入院される際は、医療支援課
まで医療証交付の申請をしてください。なお、大阪
府外や医療機関窓口で医療証を提示せずに受診をさ
れた場合は、以前のように退院後に領収書を医療支
援課まで持参のうえ助成の申請をしていただくこと
になります。
※障害者医療証・ひとり親家庭医療証をお持ちの小
学生の人は、従来どおりお持ちの医療証で受診して
ください。

●申請に必要なもの
・お子さんの健康保険証（被保険者証）
・印鑑（朱肉で押すもの）
※公簿などで所得の確認ができ
ない人は所得証明書が必要にな
ることがあります。

●問合せ　医療支援課　

　4月1日㈫より、河内松原駅前ゆめ
ニティまつばら3Ｆ「ゆめニティプラ
ザ」で、市のマスコットキャラクター
“マッキー”のグッズ販売を開始し
ます。缶バッジ・ミニタオルやトート

バッグなど、市内事業者が製作したかわいいグッズが
勢揃い！マッキーグッズを身につけて、マッキーを有
名にしてください！

　また、マッキーのイラスト入り商品を製作し、PRし
てみたいという事業者も引き続き募集しています。製
作費用は自己負担です。
　なお、マッキーのイラストの使用については、事前
に承認を受ける必要があります。使用承認の詳細につ
いては、市ホームページをご覧ください。
■問合せ　産業振興課・ゆめニティプラザ（定休日　第2・
第4水曜日・年末年始（12月29日～1月3日））☎334ー2111

　　　　のイラスト入り商品の常設販売を開始　　　　のイラスト入り商品の常設販売を開始のイラスト入り商品の常設販売を開始

　地域保健課

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
を
変
更

　
４
月
１
日
よ
り
消
費
税
率
が
５
％
か
ら

８
％
に
改
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

水
道
料
金（
メ
ー
タ
ー
使
用
料
含
む
）
お

よ
び
下
水
道
使
用
料
に
も
８
％
の
消
費
税

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
消
費
税
率
改
定
日（
平
成
26
年

４
月
１
日
）
前
か
ら
継
続
し
て
水
道
や
下

水
道
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
分
に
つ

い
て
は
旧
税
率（
５
％
）
を
適
用
す
る
経

過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
平
成

26
年
４・５
月
検
針
分
ま
で
の
水
道
料
金・

下
水
道
使
用
料
は
旧
税
率
で
料
金
計
算
さ

れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
負
担
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
上
下
水
道
部
で
は
よ
り
一
層
の
経
営
の

効
率
化
を
進
め
、
健
全
な
上
下
水
道
事
業

を
推
進
し
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に

引
き
続
き
努
め
て
い
き
ま
す
。

消
費
税
率
が
８
％
に
な
り
ま
す

　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
は
水
道
料

金
・
下
水
道
使
用
料
を
消
費
税
を
含
ん
だ

金
額
で
計
算
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１

日
以
降
は
税
抜
価
格
で
計
算
し
た
額（
基

本
料
金
と
従
量
料
金
の
合
計
）
に
消
費
税

相
当
額
を
加
算
し
ま
す
。

消
費
税
の
計
算
方
法
が「
内
税

方
式
」か
ら「
外
税
方
式
」に
変
更

　
上
下
水
道
部
で
は
、
今
月
の
広
報
ま
つ

ば
ら
４
月
号
の
配
布
と
同
時
に
、
各
ご
家

庭
で
お
支
払
い
し
て
い
た
だ
く
料
金
が
す

ぐ
に
わ
か
る
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

早
見
表
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
参
考
に
お

使
い
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
上
下
水
道
総
務
課

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

早
見
表
を
配
布
し
ま
す

●水道料金・下水道使用料に適用される消費税率が 5％→8％になった場合の料金の例
　　　　　　  （メーター口径が 13mmの一般家庭で 2カ月の使用水量が 40 ㎥の場合）

※（1）の上記水道料金はメーター使用料を含んでいます。

旧税率（5％）

５，８７４円

５，４８８円

新税率（8％）

６，０２３円

５，６３３円

差　額

１４９円

１４５円

水道料金  ※（1）

下水道使用料

●５％の消費税率を適用する経過措置について
3 月 31 日以前から継続して水道または下水道をご利用の皆さんは、4月1日を過ぎた最初の
検針分については 5％の消費税で料金計算します。

検針日 検針日4月1日

5％ 5％ 8％

●ご注意！ 4月 1日以降に使用を開始した場合は、新税率（８％）で計算します。

4月1日から
消費税改定により

●水道料金・下水道使用料に適用される消費税率が 5％→8％になった場合の料金の例
　　　　　　  （メーター口径が 13mmの一般家庭で 2カ月の使用水量が 40 ㎥の場合）

※（1）の上記水道料金はメーター使用料を含んでいます。

旧税率（5％）

５，８７４円

５，４８８円

新税率（8％）

６，０２３円

５，６３３円

差　額

１４９円

１４５円

水道料金  ※（1）

下水道使用料

●５％の消費税率を適用する経過措置について
3 月 31 日以前から継続して水道または下水道をご利用の皆さんは、4月1日を過ぎた最初の
検針分については 5％の消費税で料金計算します。

検針日 検針日4月1日

5％ 5％ 8％

●ご注意！ 4月 1日以降に使用を開始した場合は、新税率（８％）で計算します。

ニュース
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労　働

安　全
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直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334－1550

地域保健課　☎337－3125　☎337－3126

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334－1550　
保険年金課　☎337－3123　消防本部警防課　☎332－3103  

人
間
・
脳
ド
ッ
ク
の

　
　
　
　  

　
　
受
診
費
用
を
助
成

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　　
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
２
万
６
０
０
０
円
を
限
度
と
し
て
人

間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
助
成
を
受
け
る
に
は
一
旦
全
額
負
担

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
医
療
支
援
課

に
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
後
日
、
支

給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
脳
ド
ッ
ク
は
対
象
外
で
す
。

▼
対
象　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
で

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
人　

※
支
給
は
年
度
内
１
回
で
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

●
受
診
さ
れ
た
人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書
お

よ
び
検
査
結
果
通
知
書

●
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

●
預
金
通
帳
（
振
り
込
み
口
座
の
確
認
の

た
め
）

●
印
鑑
（
朱
肉
で
押
す
も
の
）

※
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
人
は
、
申

請
ま
で
の
間
、
領
収
書
を
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
給
付
課
（
☎
06
・
４
７
９
０・
２

０
３
１
）、
医
療
支
援
課

国
民
健
康
保
険

　　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
と

脳
ド
ッ
ク
の
受
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
受
診
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
助
成
は
そ
れ
ぞ
れ
一
人
に
つ
き
年
度

内
１
回
で
す
。

■
人
間
ド
ッ
ク

阪
南
中
央
病
院
・
松
原
徳
洲
会
病
院
・
明

治
橋
病
院
・
オ
ノ
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
み
ど
り

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
吹
田
）・
ベ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク（
堺
）・
市
立
柏
原
病
院（
柏
原
）

▼
助
成
額　
２
万
５
０
０
０
円

■
脳
ド
ッ
ク

阪
南
中
央
病
院
・
松
原
徳
洲
会
病
院
・
明

治
橋
病
院
・
オ
ノ
ク
リ
ニ
ッ
ク

▼
助
成
額　
１
万
円

■
総
合
ド
ッ
ク（
人
間
ド
ッ
ク
＋
脳
ド
ッ
ク
）

阪
南
中
央
病
院
・
松
原
徳
洲
会
病
院
・
明

治
橋
病
院
・
オ
ノ
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
ベ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク（
堺
）

▼
助
成
額　
３
万
５
０
０
０
円

▼
対
象　

●
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
原
則
加
入

期
間
が
１
年
以
上
の
人

●
同
年
度
内
に
受
診
し
て
い
な
い
人　

●
お
お
む
ね
30
歳
以
上
の
人　

●
国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

▼
申
込
み　
保
険
証
、
印
鑑（
朱
肉
で
押

す
も
の
）
を
持
参
の
上
、
保
険
年
金
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
決
定
通
知
書
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
実
施
医
療
機
関
の
中

か
ら
一
つ
選
択
し
、
直
接
医
療
機
関
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
保
険
年
金
課

▼新 はしご車

消防本部のはしご車が

新しくなりました

　このはしご車は今年3月から導入され、従来のはし
ご車にはなかった機能が多数搭載されています。
　新機能の一つとして、はしご車の先端には隊員を含
め400kg(4人)まで乗ることが可能となり、1度によ
り多くの人命を助けることができるようになりました
（旧車両は180kg2人まで）。
他の新機能は以下のとおりです。
 
●伸縮水路管(はしごに放水するための伸縮する水路管）
●カメラ機能(はしごの先端にカメラを装備）　
●メモリコントロール機能(一度伸ばした動きを記憶）
●はしご自動収納機能(はしごを自動収納）
●片張ジャッキ制御機能(狭い場所でも使用が可能）
●制振制御装置(自動的に揺れを抑える）
●はしご音声ガイダンス機能(動きに合わせ音声案内）
●先端放水銃(リモコン操作で放水が可能）

　以上の最新機能を活用して、消防活動を実施するこ
とにより市民の皆さんの安心・安全を守っていきます。
▶問合せ　消防本部警防課

（40M級）

　
　
４
月
１
日
か
ら
保
険
料
率

　
　
が
変
わ
り
ま
す

　　
平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料
率
に
つ
い

て
は
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
に
お
い
て
決
定
さ
れ
、
左
記
の
と
お
り

と
な
り
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
お
知
ら
せ

保
険
料
率
に
つ
い
て

大阪府の平成26・27年度の保険料率

＝ +
保険料（年額）

限度額57万円

被保険者均等割額
被保険者1人あたり

52,607 円

所得割額

×

所得割率10.41％

賦課のもととなる所得金額

※被保険者の所得は、年金収入のみの人で、その年金収入が330万円未満の場合、「年金収
入額－120万円（公的年金など控除額）－33万円（基礎控除額）」となります。なお、マイナ
スの場合は0円です（遺族年金などの非課税年金は上記の年金収入額には含みません）。

風しんワクチ
ン接種の

一部助成を行
います

 過去に　　●風しんワクチンやMRワクチンを2回接種済の人
      　　　　　　　　　　　　 ●風しんの罹患歴のある人
 　　　　　　　　　　　　          ●現在妊娠中の女性　　は対象になりません。

●対象者　平成26年4月1日時点で　
　24歳以上（平成2年4月1日以前に
　生まれた人）で、
 ①妊娠を希望している女性

　　　　  ②妊娠している女性の配偶者
      　　　   　　　        ③妊娠を希望している女性の配偶者

●ワクチン助成回数　1回
●接種ワクチン　風しん単抗原ワクチン
●実施期間　平成26年4月1日㈫～平成27年3月31日㈫
●接種費用　自己負担2,000円
　　　　　　生活保護世帯　自己負担なし　　　　　
●接種方法　①の人は健康保険証　②の人は母子手帳1ページの『保護者・出
生届け済み証明書』の子の保護者欄のコピーと健康保険証を医療機関へ持参
し実施（医療機関は要予約）③の人は、事前に地域保健課で申請の手続きが必
要です。※いずれの場合も生活保護世帯の人は生活保護受給証明書を医療機
関に提出して下さい。
●接種場所　市内実施医療機関については、市ホームページをご覧になるか、
地域保健課までお問い合わせください。
▶問合せ　地域保健課

ご注意ください！

　
　
今
年
度
も
保
険
料
の

　
　
軽
減
措
置
を
継
続
し
ま
す

◎
世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険
料
の

被
保
険
者
均
等
割
額（
５
万
２
６
０
７
円
）

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◎
所
得
割
額
の
賦
課
対
象
者
の
う
ち
、
所

得
割
額
算
定
に
か
か
る
被
保
険
者
の
所
得

が
58
万
円
以
下（
年
金
収
入
の
み
の
場
合

は
、
そ
の
収
入
が
２
１
１
万
円
以
下
）
の

人
に
つ
い
て
は
、
所
得
割
額
が
５
割
軽
減

さ
れ
ま
す
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前

日
に
お
い
て
、
会
社
の
健
康
保
険
や
共
済

組
合
、
船
員
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

人
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
所
得
割
額

は
課
さ
れ
ず
、
被
保
険
者
均
等
割
額
が
９

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ　
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合　
資
格
管
理
課

（
☎
06
・
４
７
９
０・
２
０
２
８
）

麻しん･風しん混合（MR）
ワクチン

3期、4期未接種者への
救済事業を行います
　
　平成20年度から平成24年度
に実施したMR3期（当時中学
校1年生）・4期（当時高校3年
生）の対象者で、接種の機会を
逃した人への救済事業を行い
ます。
　対象者には、個別で案内通知
を行いますので、同封の予診票
に記入し、実施医療機関へ予約
の上、接種してください。
問合せ　地域保健課
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直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334－1550

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334－1550　

都
市
計
画
審
議
会
委
員
を
公
募

ＰＭ2.5（微小粒子状物質）に関するお知らせ
●PM2.5高濃度予測時の注意喚起について
　気象条件によっては、大阪でもPM2.5の濃度が高くな
ることがあり、11月から5月の間は特に注意が必要です。
PM2.5が高濃度（日平均値70μg/㎥超）になると予測さ
れた日には、大阪府より注意喚起が行われます。
　大阪府の防災情報メールに登録すると、注意喚起が
必要になった場合にメールが配信されます。ぜひご活
用ください（登録方法下記参照）。

※PM2.5とは、大気中に浮遊する2.5μm以下の微粒子
の総称です。髪の毛の太さの30分の1程度の大きさし
かなく、肺の奥深くまで入り込みやすいため、健康へ
の影響が懸念されています。

●注意喚起がされた場合の行動の目安
●不要不急の外出を控える。
●屋外での長時間の激しい運動をできるだけ減らす。
●屋内でも換気や窓の開閉を必要最小限にとどめる。
　また、呼吸器系や循環器系に疾患のある人、小児、
高齢者の人などは体調に応じて、より慎重に行動する
ことが望まれます。

PM2.5に関する情報や測定データは、環境省や大阪府
のホームページにも掲載されています（市ホームページ
からもリンクしています）。
◆問合せ　環境予防課

① 空メールを送信する。
・＜touroku@osaka-bousai.net＞に空メール（本文、件名に何も書かれていないメール）を送信してください。
・右のQRコードを携帯電話で読み込んでメールを送信することも可能です。 
② おおさか防災ネットからの返信メールから登録用URLにアクセスし、登録作業を行う。
（配信条件の選択画面では、『お知らせ（府と選択市町村）』を「希望する」に選択してください）。

登録方法（おおさか防災ネット　防災情報メール）
http://www-cds.osaka-bousai.net/pref/PreventInfoMail.html

　
都
市
計
画
審
議
会
委
員
の
市
民
枠
二
人

（
男
一
人
、
女
一
人
）を
公
募
し
ま
す
。

■
資
格　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

①
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

②
本
市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に
な
っ
て

い
な
い
こ
と

③
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
で
な
い
人

④
現
在
ま
た
は
過
去
に
本
市
の
職
員
お
よ

び
議
員
で
な
い
人

⑤
平
日
開
催
す
る
審
議
会
に
出
席
可
能
な
人

⑥
都
市
計
画
お
よ
び
都
市
基
盤
整
備
に
関

心
が
あ
る
こ
と

■
選
任
の
時
期
お
よ
び
任
期　
平
成
26
年

５
月
中
に
選
任
し
、
任
期
は
平
成
26
年
６

月
１
日
よ
り
２
年
間

■
申
込
み　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、「
都
市
計
画
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
小

論
文
を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
４
月

１
日
㈫
か
ら
４
月
25
日
㈮
ま
で
に
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
お
よ
び
公
募
実
施
要
領
は
同
課
で

配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
選
考
方
法　
申
込
書
お
よ
び
小
論
文
に

よ
る
書
類
選
考
。
な
お
、
提
出
さ
れ
た
申

込
書
お
よ
び
小
論
文
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

　阪神高速大和川線沿道における天美地区を、Ａ
～Ｄ地区に区分したうちの二つである天美Ｃ・Ｄ
地区では、これまでに地権者の皆さんが集まって
まちづくりに関する勉強会を重ねてきました。
　そして、3月9日の設立総会において、規約の制
定や役員の選出が承認され、まちづくり協議会が
設立されました。
　今後は、引き続き勉強会を開催し、良好なまち
づくりの実現化方策についての検討を行っていき
ます。
◆問合せ　まちづくり推進課

まちづくり協議会が設立

▲まちづくり協議会役員の皆さん

SC★マ
ン
スリー★ま

つ
ば

ら★
SC★マ

ン
スリー★ま

つ
ば

ら★Matsubara

2013.11.16

4 月号
SC マンスリー まつばら

「
Ｓ
Ｃ
マ
ン
ス
リ
ー
ま
つ
ば
ら
」は
、世
界
基
準
の
安
心・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り 

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
連
載
コ
ー
ナ
ー
で
す
。　

▼
問
合
せ
　
市
民
協
働
部
市
民
協
働
課

〜
松
原
市
歯
科
医
師
会
〜

●
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を

　
　

支
え
る
団
体
を
ご
紹
介
③

　
松
原
市
歯
科
医
師
会
は
、
市
内
の
歯
科

医
院
や
病
院
の
歯
科
・
口
腔
外
科
な
ど
で

日
常
診
療
を
し
て
い
る
歯
科
医
師
の
集
ま

り
で
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推

進
母
体
で
あ
る
協
議
会
と
外
傷
調
査
評
価

委
員
会
に
参
加
し
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
推
進
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、会
長
で
あ
る
塩
井
孝
先
生
と
、

総
務
を
ご
担
当
さ
れ
て
い
る
松
谷
善
雄
先

生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
以
前
か
ら
歯
科
医
療
と
い
う
側
面
か

ら
だ
け
で
は
な
く
、
松
原
市
歯
科
医
師
会

と
し
て
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
わ
れ

る
こ
と
は
な
い
か
、
何
か
地
域
に
密
着
し

た
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

▼塩井会長と松谷先生

▼こども110番への登録
を示すステッカーなど

◆
こ
ど
も
１
１
０
番
運
動
と
は

　　
子
ど
も
た
ち
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
、
助
け
を
求
め

て
か
け
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

地
域
の
協
力
家
庭
が『
こ
ど
も
１
１
０

番
の
家
』
の
ス
テ
ッ
カ
ー
や
旗
な
ど
を

掲
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
を
狙
っ

た
犯
罪
を
抑
止
し
、
被
害
を
最
小
限
に

止
め
よ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

◆
こ
の
春
よ
り
新
一
年
生
と
な
る

　
　
　
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　

市
で
は
家
庭
・
事
業
所
合
わ
せ
て

１
３
５
４
の
登
録
が
あ
り
ま
す（
平
成
25

年
12
月
末
現
在
）。平
成
25
年
度
中
に
も
、

登
録
家
庭
か
ら
不
審
者
情
報
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
目
で
地
域
を

見
守
る
こ
と
が
犯
罪
の
未
然
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

5つの約束をまもろう！
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新
入
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
通

学
路
に
あ
る『
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
』

を
確
認
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
駆
け

込
め
る
よ
う
に
お
子
さ
ん
に
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
く
登
録
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
地
域
の
小
学
校
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
し
た
。
そ
こ
で
、平
成
26
年
３
月
よ
り
、

松
原
市
歯
科
医
師
会
に
加
盟
す
る
59
の
歯

科
診
療
所
が
、『
こ
ど
も
１
１
０
番
運
動
』

に
登
録
し
、
地
域
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち

を
見
守
り
、犯
罪
抑
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
関
係

団
体
に
広
め
て
い
く
と
と
も
に
、
セ
ー
フ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
周
知
啓
発
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
と
締
結
し
た
災
害
時
の
医
療

救
護
活
動
に
関
す
る
協
定
に
基
づ
き
、
大

規
模
災
害
発
生
時
に
予
想
さ
れ
る
口
腔
ケ

ア
に
つ
い
て
、歯
ブ
ラ
シ
の
備
蓄
を
含
め
、

で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
一
つ
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
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